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【発明の名称】 イネ貯蔵タンパク質の発現を制御するｂ
ZIP型転写因子

【課題】 本発明はGCN4モチーフとの結合を介してイネ種子貯蔵タンパク質の発現を制御す
る新規転写因子、およびそれをコードする遺伝子、並びに該遺伝子が導入された植物細胞
および植物体、並びにそれらの製造および用途の提供を課題とする。
【解決手段】 イネ種子由来のcDNAライブラリーより、bZIP型転写因子をコードする
cDNA(RISBZ1、RISBZ4、RISBZ5)を単離した。該cDNAは新規なタンパク質をコードしてお
り、GCN4モチーフに対して結合活性を有していた。またRISBZ1は、GCN4モチーフを介して
転写を100倍以上活性化させた。さらにRISBZ1の発現は、種子貯蔵タンパク質遺伝子の発
現より先行し、登熟期の種子のみで発現していることから、RISBZ1はイネ種子貯蔵タンパク
質の発現を制御していることが示唆された。また、RISBZ1転写因子との結合を容易にする
ため、転写因子の認識配列(GCN4モチーフ)を直列状に連結し、ある種の貯蔵タンパク質の
プロモーターに導入することにより、この改変したプロモーターの制御下に位置する外来遺
伝子の発現を高めることができた。
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